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研究成果の概要（和文）：	 

	 	 本研究では、東ヒマラヤ地域（東ブータン〜インド北東部、アルナーチャル・プラデーシュ

州）を対象に、民族移動の指標としての「埋没腐植土層」と「炭化木片」の年代測定を行った。

その結果、当該地域では、約 2000 年前以降に民族移動に伴う人口増加によって土地開発が加速

化された。また、約 1000 年前以降（特に 500 年前以降）に集中的な土地開発が実施されたこと

が明らかとなった。	 

	 一方低地（ベンガル・デルタ：バングラデシュ）を対象とした研究では、ジャムナ川中流域

では、約 1200〜1100 年前に形成された洪水氾濫堆積物（自然堤防状の微高地）を利用するかた

ちで、それ以降に生産域と居住域の開発が行われた。その後も、幾度かの洪水に見舞われなが

らも、盛土の主体部の維持管理はマティ・カタによって、恒常的に実施されてきた。さらに、

少なくとも約 1300 年前までには当該地域において、生産域としての水田開発に連動する形で、

近隣地域に屋敷地が形成されたものと推定した。	 

 
研究成果の概要（英文）： 
	 	 In	 this	 study,	 dated	 charcoal	 and	 buried	 humic	 soil	 layers	 (including	 humus	 materials),	 

both	 of	 which	 are	 evidence	 of	 forest	 fires	 indicate	 past	 deforestation	 and	 agricultural	 

land	 development	 by	 tribe	 migration	 around	 Eastern	 Himalayas	 (eastern	 Bhutan	 to	 Arunachal	 

Pradesh,	 north-eastern	 India).	 Around	 the	 eastern	 Bhutan	 to	 Arunachal	 Pradesh	 area,	 human	 

impacts	 such	 as	 population	 growth	 by	 tribe	 migration	 may	 have	 accelerated	 environmental	 

and	 agricultural	 changes	 after	 ca.	 2	 ka	 yrs	 BP,	 mainly.	 Relatively	 intense	 agricultural	 

land	 formation	 that	 occurred	 since	 ca.	 1	 ka	 yrs	 BP	 (mainly	 after	 ca.	 0.5	 ka	 BP)	 was	 due	 

to	 tribe	 migration.	 

	 	 On	 the	 other	 hand,	 in	 Bengal	 delta	 (Bangladesh),	 we	 analyzed	 the	 changes	 of	 relationship	 

between	 geo-environment	 and	 agricultural	 land	 development	 around	 the	 central	 Jamuna	 

(Brahmaputra)	 River,	 central	 Bangladesh.	 Based	 on	 sedimentary	 facies	 analysis	 and	 AMS	 

radiocarbon	 dates,	 some	 conclusions	 are	 as	 follows:	 Natural	 levee	 along	 the	 Jamuna	 river	 

have	 formed	 until	 ca.	 12	 to	 11	 k	 cal	 yrs	 BP;	 Homstead	 (bari-bhiti)	 were	 repaired	 by	 public	 

works	 (mati-kata)	 from	 some	 flood	 events;	 Paddy	 fields	 and	 homestead	 were	 created	 since	 

ca.	 1.3	 k	 cal	 yrs	 BP	 around	 the	 central	 Bangladesh	 (central	 Bengal	 delta)	 .	 
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１．研究開始当初の背景	 
（1）ブラマプトラ川流域を対象とした先行
研究で歴史叙述に関わる文献、さらには考古
資・史料を用いた研究蓄積と資料残存性が乏
しく、通常の手法による歴史叙述が困難であ
った。	 
（2）当該流域で活発な民族移動が確認され
ているが、流域全体を一つの単位（系）とし
て対象化した研究例がない。	 
（3）大半の地域研究は、自然そのものを対
象とした研究。もしくは、人間活動自体を対
象とした研究に二分され、「人間の環境とし
ての自然」という視点からの研究が極めて少
ないことを再認識したこと。	 
（4）アジア・モンスーン地域の低地〜丘陵
部における現象の相対化のため、近接地域間
の比較研究の必要性を強く感じた。	 
	 
２．研究の目的	 
（1）先史時代以降の地形や植生の短期変遷
が人間活動に与える影響を把握すること。	 
（2）民族移動に伴い人間が自然を利用・改
変してきた影響を検討する。	 
	 
３．研究の方法	 
	 「文字資・史料にとぼしい地域」を対象と
するため、「埋没腐植土壌」や「炭化木片」
など。【間接的な物証】を素材として活用し、
現在の土地利用実態。伝統的農具の型式編年。
さらには断片的に保存され、確認されている
文字資・史料を補足的に用いて、検討した。	 
	 
４．研究成果	 
	 農作物の生育が限定的な山岳高所や。洪水
氾濫によって生産・居住域の維持にも危機が
もたらされる低地へなどの「不安定な場所」
を積極的に居住地として選択した事実が認
められた。この「不安定な場所」への移住は、
既存研究において、紛争・経済・信仰的根拠
によって定型的に説明されるが、合理的な知
見ではない。さらには、右図のように民族移

動ルートの一端が明らかになってきたが、
南・東方部の移動ルートが不明である。つま
り、この課題を克服するためには、流域全体
を一つの単位（系）として対象化した研究が
今後、必要である。さらには、同じ気候環境
下にあるアジア・モンスーン地域の低地〜丘
陵部における現象を相対化するため、近接地
域間の比較研究の必要性を強く認識した。	 
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